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鹿児島県沿岸の概要（今回の津波浸水想定の対象範囲）
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ご

基本的な考え方

１）地域海岸ごとに津波高さ（既往津波・想定津波）を整理

２）下図のようなグラフを作成し，最大クラスの津波となる可能性のある対象津波群の中から，

津波高さが最も大きくなると考えられるものを最大クラスの津波として選定津波高さ 最も大きくなる 考 られるも を最大クラ 津波 選定

３）この津波を対象に，一定の悪条件の下，津波浸水シミュレーションを実施し，浸水域及び浸

水深を算定

図最大クラスの津波を選定するためのグラフ

（「津波浸水想定の設定の手引き」（国土交通省水管理・国土保全局海岸室ほか、平成24年10月）より）

図最大クラ 津波を選定する グラ
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過去に鹿児島県沿岸に襲来した記録等がある主な既往津波(1/2)

八代沿岸八代沿岸
痕跡値なし

鹿児島湾沿岸（津波高）
1605 慶長地震津波 3.00m
1960 ﾁﾘ地震津波 0.52m

薩摩沿岸（津波高）
1960 ﾁﾘ地震津波 1.56m
1968  日向灘地震津波 0.22m

出典：津波痕跡デ タベ ス出典：津波痕跡データベース
（東北大学工学研究科他）
：1985 鳥羽
（東京大学地震研究所集報）
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大隅沿岸（津波高）
1662 日向灘地震津波 3.00m
2011 東北地方太平洋地震津波 1.06m



過去に鹿児島県沿岸に襲来した記録等がある主な既往津波(2/2)

薩南諸島沿岸（津波高）
1707 宝永地震津波 6.00m
1968  日向灘地震津波 0.32m
1911 奄美大島近海地震津波 8.00m
2011 東北地方太平洋地震津波 1.52m

出典：津波痕跡データベース
（東北大学工学研究科他）5



想定津波について その１

出典：南海トラフの巨大地震モデル検討会（第二次報告）（平成24年8月29日）
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想定津波について その２

鹿児島県の海岸線は，太平洋か
ら東シナ海に面した海岸線と鹿
児島湾の内陸へ入りこんだ海岸
線からなり，南北に600 ㎞に伸び

る南西諸島の島嶼からなってお

熊本県南部
奈久断層帯

り，単一の波源による津波が最
大となるとは限らない。

日奈久断層帯
八代海区間

内閣府(2012)「南海トラフの巨大

甑島列島東方沖
甑断層帯甑区間

( )
地震モデル検討会」が公表した
津波の波源断層モデルに加えて，
地震調査研究推進本部の長期
評価の対象とした活断層につい
て，鹿児島県沿岸に到達する可
能性のある波源断層モデルとし

市来断層帯

て選定した。

九州地域（評価対象地域）において評価対象とする活断層の分布

出典：地震調査研究推進本部
7



最大クラスの津波の選定（1/3）
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最大クラスの津波の選定（2/3）
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最大クラスの津波の選定（3/3）
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鹿児島県独自の想定津波について（桜島の海底噴火）

桜島火山は 現在も活発に活動している活火山である 過去の噴火のうち 特異な噴火とし桜島火山は，現在も活発に活動している活火山である。過去の噴火のうち，特異な噴火とし
て安永噴火（1779～1782）において，海底噴火に伴う津波が発生したという記載が歴史書に
ある。
歴史書の記録を基に海底噴火のモデルを検討し，最大クラスの津波のモデルを構築した。歴史書の記録を基に海底噴火の デルを検討し，最大クラ の津波の デルを構築した。

海底噴火に伴う津波の発生メカニズムの考え方

桜島安永噴火（1780年）の資料による津波痕跡と想定した北方及び東方の噴火位置

海底噴火に伴う津波の発生モデル
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各種条件設定について（概要）
１）潮位については，各験潮所における「朔望平均満潮位」を採用した。

２）地盤の沈下については，断層モデルから沈降量を算定し，
その結果を用いて陸域の地形データの高さから差し引く
（最大沈下量：奄美群島太平洋沖地震 -0.44m）

３）地震動については，各種施設の技術的評価結果に基づき
判定。技術的評価がなければ，すべて破壊

４）津波の越流については，越流と同時に各種施設とも「破壊」
（比高ゼロ）

潮位の地域区分図（数値は2002年～2011年の朔望平均満潮位
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設定した津波浸水想定の項目について

■ 基本事項 海岸線■ 基本事項

○浸水域 ： 海岸線から陸域に津波が遡上することが
想定される区域

○浸水深 ： 陸上の各地点で水面が最も高い位置に
地震前の堤防

浸水域(浸水深を着色) 

○浸水深 陸 の各地点で水面が最も高 位置
きたときの地面から水面までの高さ

■ 参考事項

浸水深(m)
津波水位 

(標高) (m)

○津波水位 ：
津波襲来時の各市町沿岸の海岸線における
海面高さ（標高で表示）

地震後の堤防 

東京湾平均海面(T.P.)

○津波到達時間 ：
海域を伝播してきた津波により、各市町沿岸の
海岸線において、初期水位から+20cm（海辺
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にいる人々の人命に影響が出る恐れのある水
位変化）の変化が生じるまでの時間

○最高津波到達時間
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○最高津波到達時間 ：
各市町沿岸の海岸線において、津波の最高到
達高さが生じるまでの時間
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計算結果について
■ 基本事項

○ 浸水域 浸水深 鹿児島県津波浸水想定図のとおり○ 浸水域，浸水深 ： 鹿児島県津波浸水想定図のとおり

■ 参考事項

○ 最高津波水位、津波到達時間(+20cm)、最高津波水位到達時間
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設定した津波浸水想定の活用について

＜推進計画策定に向けた取組＞＜推進計画策定に向けた取組＞

○ 県内沿岸３９市町村に対し，推進計画策定
について説明会」を開催（10/28)

○ 今後の推進計画策定の取組を各市町へ依頼。

＜津波防災・減災対策の取組み＞

○平成２５年３月に津波による人的被害を軽減するための「鹿児島県津波避難計画策定指針」○平成２５年３月に津波による人的被害を軽減するための「鹿児島県津波避難計画策定指針」
を定め，市町村が避難計画策定において基礎とするための統一的な基本方針を示した。

○津波浸水想定を基に 沿岸市町村では 津波ハザードマップの策定や住民の避難方法の○津波浸水想定を基に，沿岸市町村では，津波ハザ ドマップの策定や住民の避難方法の
検討，市町村防災計画の改定などに取り組むこととなるため，県では市町村に対する技術
的な支援や助言に努める。

○市町村が推進計画の作成の際に協議会等の設置を行う場合には，必要な連絡体制の支援
や，近隣の市町村との調整を行う。
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○津波災害警戒区域の指定については，市町村や関係機関と連携を図り，今後の進め方等
を検討していく。
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地域海岸の区分（1/2）

地域海岸は，以下の条件により３４海岸に区分
①湾の形状や山付け等の自然条件
②シミュレーションによる「津波水位」の傾向
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地域海岸の区分（2/2）
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最大クラスの津波の対象津波群の選定(1/3)

甑島薩摩西方沿岸 薩摩南方沿岸出水八代海沿岸
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最大クラスの津波の対象津波群の選定(2/3)

鹿児島湾沿岸 桜島北方沿岸 大隅南東方沿岸
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最大クラスの津波の対象津波群の選定(3/3)
種子屋久沿岸 トカラ列島沿岸

奄美大島沿岸 奄美群島南部沿岸奄美群島南部沿岸
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各種計算条件について（詳細）
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計算範囲・計算格子間隔について
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